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要旨 
 
1. 序論 
    現在,日本人の死因として癌は最も多く,人口の高齢化が進行にするにつれて,癌の
死亡数と罹患数は増加し続けている.特に,膵癌は症状が出現しにくいために診断の
時点で進行している症例が多く,難治性の癌の一つである. 
膵癌の治療法は手術から化学療法に至るまで多岐にわたり進歩してきたが,依然と
して5年生存率が20-40％と低い状態である(Belli et al, 2013; Jemal et al, 2003). 
    外科的切除は膵癌の治療として根治を目指す重要な治療法の一つである.ただし,適
応を検討する上で病期診断は非常に重要であり,これらを模索する画像診断として一
般的に超音波, CT,必要に応じてMRCP,EUS,ERCP,PETなどが行われる(Boujaoude et al, 
2007; Raman et al, 2012). 
  
近年,CTと PETを融合した PET/CTが頻繁に行われている.これは,主に生体の糖代謝
情報を見る PETと解剖学的情報を含む形態画像である CTを融合し,それぞれの長所を
生かすモダリティである. 
膵癌の病期診断を行う上で PET/CTには造影剤を用いる造影 PET/CTと造影剤を用い
ない単純 PET/CTの 2種類が存在する.造影剤を用いることで診断能低下の原因となり
うるモーションアーチファクト,撮影線量の不足に伴うノイズ,ビームハードニング
アーチファクトの軽減が可能となる。一方で造影剤によるアレルギーや腎機能障害と
いったデメリットも存在し、適応を十分に考える必要がある. 
 膵癌の病期診断において,単純PET/CTと比較して造影 PET/CTの正確な役割および優
位性については未だにはっきりとした結論が出ていない状況であった.そのため,本
研究においては造影PET/CTと単純 PET/CTの正確な診断精度について比較および検討
することを目的としている. 
 
2. 症例と方法 
対象は 2006年 4月～2009年 11月の期間で膵癌を指摘された 95人 (平均年齢 67歳,
男性 52人,女性 43人)である.このうち,造影 PET/CTは 43人(男性 25人,女性 18人)
に,単純 PET/CTは 52人(男性 27人,女性 25人)に施行されている.このうち,48名は
手術および生検により病理組織学的に腫瘍浸潤の評価が得られている. 
  
47名は切除不能な膵癌であり,診断に適さない病理標本しか得られなかった.このた
め,造影もしくは単純 PET/CTが施行されてから 2週間～1か月以内に撮影されたダイ
ナミック CTを腫瘍浸潤評価の基準としている. 
これらの画像を 2名の専門医が視覚的かつ定量的に分析し,膵癌の病期診断を行っ
ている.この際に腹腔動脈,総肝動脈,上腸間膜動脈,上腸間膜静脈,脾動脈,脾静脈,門
脈の血管浸潤については Lu Ds et al.(1997)の報告を参照して、視覚的に 5段階の
評価を行い詳細な検討を行っている. 
 
3.結果と考察 
血管浸潤に関して ROC解析による Az値は造影 PET/CTの方が単純 PET/CTより全体的
に高い数値を示した.特に腹腔動脈,総肝動脈,脾静脈,上腸間膜静脈については統計
学的有意差を持って造影 PET/CTの優位性が示された(p=0.011～0.047).さらに読影
者間での血管浸潤に対する見解の一致性についてもカッパ係数で造影 PET/CTの方が
単純 PET/CTに比べて脾静脈を除き全体的に若干高かった. 
    リンパ節転移に関しては造影 PET/CTと単純 PET/CTで診断精度に差は見られなかっ
た.但し、遠隔転移、鎖骨上窩リンパ節転移、播種病変についての診断精度は造影
PET/CTの方が単純 PET/CTより優れていた(p=0.045). 
    以上より,造影 PET/CTは単純 PET/CTと比較して,膵癌の病期診断に有用であること
  
が示された.特に遠隔転移、鎖骨上窩リンパ節転移、播種病変の検出について,その
有用性は大きい. 
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